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ドップラー風ライダーは、気象予測の高精度化に不可欠な全球的な風向風速データを取得する

手段として有望視されており、その光送信機用レーザーとして、宇宙環境で利用可能な高出力 2m

レーザーが必要とされている[1]。このような背景から、情報通信研究機構(NICT)では、目標出力

として平均出力 3.75W(125mJ×30Hz)の伝導冷却型 Q スイッチ Tm,Ho:YLF レーザーの開発を進め

てきており、これまでに平均出力 2.4W 以上を実証している[2]。本研究では、さらに励起密度を

最適化し[3]、目標出力を大きく上回る高平均出力動作を達成したので報告する。 

Fig.1 に Q スイッチ Tm,Ho:YLF レーザーの共振器構成を示す。レーザーヘッドは、半導体レー

ザー(LD)による 3 方向からの側面励起型となっており、真空容器内に設置されている。Tm,Ho:YLF

ロッドは、直径 4mm であり、ロッド長を 44mm から 33mm にすることにより、従来[2]より励起

エネルギーの高密度化を図った。レーザーロッド側面は、銅製ヒートシンクにより-80℃に伝導冷

却されている。出力鏡(OC)反射率は 61%とし、熱レンズ効果の補正のため、共振器内には焦点距

離 3m のレンズ 2 枚(L1,L2)を全反射鏡 M2 と M3 の間に配置した。Fig.2 に Q スイッチ動作時にお

ける入出力特性を示す。実験は、繰り返し周波数を 50～80Hz の範囲で変化させ、かつ励起用 LD

のパルス長がデューティー比 4.2%を超えないように調整しながら行った。50Hz のとき、パルス

エネルギーは目標出力の 125mJ に達した。さらに、70Hz では平均出力 7.28W を達成した。これ

は、これまでに報告されている 100mJ級の伝導冷却型 2mレーザーにおける最高平均出力である。 
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Fig. 1. Cavity configuration of the Tm,Ho:YLF laser.   Fig. 2. Lasing characteristics in Q-switched mode. 
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